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掲 載 している情 報 は、今 後 、内 容 等 を変 更 する場 合 があります。最 新 の情 報 は、市 ホームページ又 は担 当 課 へお問 い合 わせください。 
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子どもたちには、それぞれ興味・関心があり、一人ひとりに合った学びの形があります。そのため、一人ひとり

に応じた支援が必要です。大切なことは子どもに合った学びを本人と一緒に見つけることです。 

取組の一例を紹介します。 

   

１人１台端末を活用した個別最適な学び 

子どもたちは１人１台端末を活用し、自らどのような方向性で

学習を進めていったらよいか考え、自分の興味・関心に基づき、

探究的に学びを進めています。 

第６学年 理科 「食べ物を通した生物同士の関わり」の学習 

 
授業では、端末を使って、生き物が何を食べているのか、その

生き物同士にはどのようなつながりがあるのか調べました。 

 
私は、端末を使って、調べたことを友達と交流しました。そして、

クラス全体で生き物の食物連鎖の関係をまとめました。 

撮影協力：第三小学校の皆さん 

バーチャル・トライルーム 

「自宅から出るのは難しいけど、誰かと話したい。」「今、

できることを見つけたい。」などの思いをもつ子どもたちが

過ごす、メタバース空間を活用した居場所と学びの場です。 

 

学校から配布された端末でアバターを操作

して、指導員や他の参加者とコミュニケーション

をとることができます。また、ドリル学習・プログ

ラミング学習等のコンテンツがあり、自分に合っ

た学びを進めることができます。 

 

「サポート教室」 トライルーム（教育支援センター） 

自分の教室に入りにくい、別な場所で気持ちを落ち着かせ

たい、そんなときに利用できる校内の教室等を活用した子ども

の居場所です。 

社会的自立や学校復帰等を目指して「学び合う場」です。

自主学習を基本として、子ども同士、指導員とコミュニケー

ションをとりながら学習します。 

 

 

 

 

 

 

   

第四中学校 サポート教室 

 

本校では、自分のペースで

ドリル学習などに取り組んで

います。また、教室にいる支援

員からアドバイスを受け、学び

を深めています。 

学習室１ 

 

困ったときはＳＯＳを出そ

う。子どもたちの気持ちを大

切に保護者や学校等と、指

導員のみんなで、子どもの

学びを支えていきます。 

トライルーム指導員 

問合せ 学校指導課 ☎（042）573-4372 

第四中学校 高橋 優子 副校長 

アバター 
「とらいあるー」 

子どもたち一人ひとりに応じた多様な学びを支えます 


